
 

 

 

 

 

 

 

令和８年第２回（６月） 

粕 屋 町 議 会 定 例 会 
 

質問順一覧表  

質 問 順 議   員   氏   名 

１ 堀 本 高 良 

２ 福 永 善 之 

３ 安 藤 和 寿 

４ 山 𦚰 秀 隆 

５ 案 浦 兼 敏 

６ 田 川 正 治 

７ 川 崎 尚 子 

８ 古 家 昌 和 

９ 川 口   晃 

１０ 宮 﨑 広 子 

１１ 杉 野 公 彦 

１２ 本 田 芳 枝 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ. １    質問者１番   堀 本 高 良 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

粕屋町における英語教 

育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粕屋町におけるワンヘ 

ルスについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月に行った一般質問から、その後の進捗状況 

等について問う。 

 

（１）国際社会で活躍できる人材育成に向けた具体的な取 

組の進捗はどうか。 

 

（２）英語検定料助成事業の成果をどのように検証してい 

るのか。また、助成対象の拡大を再検討したのか。 

 

（３）英語検定以外に英語力向上のための検討をしたか。 

また、今年度実施を予定しているものはあるか。 

 

（４）未就学児に対する英語・異文化接触の環境整備を今 

後どのように進めるのか。 

 

（５）幼児期から中学校卒業までを見通した粕屋町独自の 

英語教育の将来像を問う。 

 

 

 

 

令和７年12月に行った一般質問から、その後の進捗状況 

等について問う。 

 

（１）ワンヘルス推進宣言後の庁内検討体制と、町の今後 

の方針を問う。 

 

（２）第６次総合計画にワンヘルスの認知度を目標値に設 

定しており、５月に職員研修も実施したと聞いてい 

る。町独自のワンヘルス推進行動計画又は年次的な実 

施方針等を整理する考えはあるか。 

 

（３）駕与丁公園のワンヘルス啓発施設としての整備・活 

用の進捗と今後の展開はどうか。 

 

（４）小中学校におけるワンヘルス教育の進展と、子ども 

たちへの認知向上の取組はどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．２  質問者８番  福 永 善 之 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

AI（生成AI含む）の活 

用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界中でAIへの投資が拡大・加速している。 

 そんな中、政府は、成長戦略として17分野を設定。 

 その一つが、AI（人工知能）。 

 2025年７月、総務省が公表した「令和７年版情報通信白 

書」によれば、個人の生成AI利用率は、下記のとおり。 

 

・中国   ➡ 81.2％ 

・アメリカ ➡ 68.8％ 

・ドイツ  ➡ 59.2％ 

・日本   ➡ 26.7％ 

 

日本の年代別の同利用率は、下記のとおり。 

 

・20代 ➡ 44.7％ 

・30代 ➡ 23.8％ 

・40代 ➡ 29.6％ 

・50代 ➡ 19.9％ 

・60代 ➡ 15.5％ 

 

 粕屋町のAI（生成AI含む）の活用について質問する。 

 

（１）AI活用の一例であるが、政令都市の北九州市では、AI 

オペレーターを導入。 

市民からの電話問合せに対し、役割分担を設定。 

AIは、一次対応。 

職員は、個別対応。 

職員の電話対応への負担軽減が効果としてあるよう 

だ。 

 

町でAIを導入した業務はあるか？ 

ある場合、導入したことにより、どのような効果があ 

るか？ 

 

（２）小・中学校の義務教育において、児童・生徒に対し、 

AIを活用する考えはあるか？ 

 

（３）全国の地方自治体の中には、議員の一般質問における 

答弁作成にAIを活用する事例がある。 

答弁書を作成する過程における大幅な時間短縮が効果 

としてあるようだ。 

   町の考えは。 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．３  質問者１５番 安 藤 和 寿 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

シティープロモーショ 

ンについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長のこれまでの町政 

運営の総括とこれから 

の粕屋町の将来像につ 

いて 

 

 

町の限られた観光資源から町の観光振興戦略について問 

う。 

 

１．駕与丁公園の水資源を活用する観光振興戦略について 

（１）駕与丁池は釣り人に人気があり、もっと観光客を呼 

び込める可能性があると考えている。そこでまず、池 

にいる外来生物（ブラックバスなど）の取扱いについ 

て、町にはどのような独自のルールや決まりがあるの 

か。 

 

（２）今後、この場所を更に人気の釣り場にして観光客を 

呼び込むために、宣伝（PR）をしたり、釣り場として 

の環境を整備したりする考えはあるか。 

 

 

２．町内を回る観光戦略について 

（１）厄払いの祝として、町で由来続いて来た七鳥居くぐ 

りの現状について問う。また、七鳥居くぐりの活用か 

ら回遊性を持たせる仕組み、今後の可能性について問 

う。 

 

（２）観光地で特徴的なランドマークの設置が、誘客促進 

に寄与している事例が見られる。粕屋町の認知度を高 

める観点から、町名を冠した巨大オブジェ設置をする 

考えを問う。 

 

（３）現在、スマートフォンを活用した観光DXが全国的に 

注目されている。一部の自治体ではSNS連携やスタン 

プラリー、寄付システムを充実させた事例がある。粕 

屋町でも名所と言われる所にQRコードを設置して「寄 

付、賽銭」ができるように組み合わせをするなど、コ 

ストをかけずに町中を歩きたくなるプラットフォーム 

を用意する、町の観光DXについて考えを問う。 

 

 

３．かすたまちゃんのMV（ミュージックビデオ）が、「令 

和８年全国広報コンクール総務大臣賞（映像）」を受賞 

し、好評を得ている。今後のかすたまちゃんを活用した 

具体的なシティープロモーション戦略は。 

 

 

 

 

2022年、粕屋町の更なる発展への期待を一身に受け、箱 

田町政２期目がスタートして、９月で任期満了を迎えよう 

としている、４年間を振り返りと今後の粕屋町について町 

長の考えを問う。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）２期目就任からの約４年間を振り返り、ご自身にと 

ってどのような期間だったか。 

また、ご自身を一言で表すなら、どのような町長で 

あったと総括されるか。 

 

（２）８月の町長選に向けた箱田町長の意向は。 

また、箱田町長は、今後の粕屋町の未来についてど 

う考え、出馬の意向があるのならば、どのように進め 

ていくのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．４   質問者１４番 山 𦚰 秀 隆 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 
令和７年11月に公表さ 
れた「粕屋町中期財政 
見通し」について 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粕屋町はこれまで黒字決算と高い財政力指数を維持してき 

たが、令和８～12年度の５年間は全年度で財源不足が発生す 

る見通しであり、特に令和９年度は、31億円超の不足が予測 

されている。財政赤字対策を問う。 

 

１．財源不足の深刻化について、どの要因を最も重いリスク 

と認識し、どの年度を危機のピークと捉えるか。 

 

２．歳出抑制対策について 

（１）どの事業を対象に、どの程度の削減効果を見込んでい 

るか。 

 

（２）公共施設整備事業のうち、延期・縮小・分割の検討対 

象となっている事業はどれか。 

 

３．義務的経費の増加への対応について、公債費の急増を抑 

制するため、事業の実施や償還期間の見直しをどのように 

検討しているか。また、18％超を回避するための具体的な 

シミュレーションは行っているか。 

 

４．歳入確保対策の実効性について 

（１）各歳入確保対策によって、どの年度に、どれだけの増 

収効果を見込んでいるか。 

 

（２）特に企業立地について、具体的な誘致目標（件数・税 

収見込み）は設定しているか。 

 

５．基金の活用方針について基金をどの年度にどの程度取り 

崩す予定なのか。また、基金の取崩しと町債発行のバラン 

スをどのように判断するのか。 

 

６．大規模事業の集中による財政圧迫の対応について、事業 

の平準化のため、どの事業をどの年度にずらす可能性があ 

るのか。また、優先順位の再評価はどのような基準で行う 

のか。 

 

７．中期見通しの前提条件の妥当性について、前提条件が悪 

化した場合のリスクシナリオ（悲観ケース）は作成してい 

るか。また、その場合の追加対策はどのように検討してい 

るのか。 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．５   質問者７番   案 浦 兼 敏 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

創業支援及び中小企業 

・小規模事業者への支 

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町の第６次総合計画・基本計画の産業分野において、「町 

の強みをいかし稼げるまちづくりを進めます」とうたってお 

り、重点プロジェクトに「商工業の振興を推進します」とあ 

る。 

 本年１月に総務建設常任委員会が実施した「商工会青年部 

との意見交換会」での意見などを踏まえ、創業支援や中小企 

業・小規模事業者への支援について、町長の考えを問う。 

 
１．創業支援について 

（１）４町で実施の「創業塾」の令和７年度の実施状況は。 

・実施目的・実施主体 

  ・事業費・費用負担（うち粕屋町負担） 

  ・開催回数・受講人員（うち粕屋町からの受講人員） 

・受講者のうち創業に至った人員（うち粕屋町内で創 

業） 
 

（２）青年部からも創業場所確保の困難性が指摘されてい 

る。創業希望者のニーズを把握しているのか。 
 

（３）八代市では、「産学官金」連携で「未来創造塾」を開 

講し、地域課題をビジネスで解決していくことを目標 

に、新たなビジネス創出のための人材育成を行ってい 

る。このような取組を粕屋町単独でも検討できないか。 

 
２．中小企業・小規模事業者への支援について 

（１）町からの支援策等に関する情報の発信が弱く、事業者 

への情報伝達が不十分であるとの指摘があった。 

町のHPで積極的に発信するなど、改善策を講じる必要 

があるのではないか。 
 

（２）経営基盤がぜい弱な小規模事業者を支援するため、国 

の補助金を活用して事業を行う者に対して、町の上乗せ 

補助を検討できないか。 
 

（３）国は、2010年６月に中小企業憲章を定め、2014年６月 

に小規模企業振興基本法を制定している。 

町長は、中小企業・小規模事業者の果たす役割につい 

て、どのように捉えているのか。 
 

（４）どの自治体も従来以上に中小企業支援への関心を高め 

ており、「中小企業振興条例」を制定する自治体が増え 

ている。福岡県や近隣町では志免町や宇美町が制定して 

いる。 

条例では、中小企業が地域の雇用や経済を支える重要 

な存在であるとの基本理念、自治体・中小企業・金融機 

関・住民などの役割分担、施策の方向性、推進体制を定 

めている。 

粕屋町の地域経済の面だけでなく、地域コミュニティ 

ーをつなぐハブ機能、地域課題解決と多様な働き場の確 

保を図るため「中小企業振興条例」の制定が必要と思う 

が、町長の考えを問う。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．６   質問者１０番  田 川 正 治 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

集中豪雨災害、地震災 

害、原発事故災害など 

に対する町の対策と計 

画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．集中豪雨水害対策について問う 

（１）集中豪雨による多々良川や須恵川の氾濫防止のための 

河川の浚渫や堤防整備計画は。 

 

（２）家屋や道路の冠水場所の水害防止や水路の拡幅工事、 

集中豪雨被害防止のための地下貯水槽の建設などの整備 

計画は。 

 

（３）ゲリラ豪雨被災以降に水害防止対策の工事を実施して 

きたが、今後の水害対策工事の計画は。 

 

 

２．地震災害対策について問う 

（１）粕屋町は警固断層や西山断層、宇美断層が町の周辺区 

域にあり地震が発生すると影響を受けるが、地震災害へ 

の対策は。 

 

（２）西方沖地震や熊本地震による粕屋町での被災状況の教 

訓をいかしたその後の地震被害に対する対策は。 

 

 

３．原発事故災害対策について問う 

（１）粕屋町は玄海原発事故が発生すれば、偏西風の気象状 

況によっては放射能被害を受ける可能性があるが対策 

は。 

 

（２）粕屋町は玄海原発事故が発生すると糸島地域住民を受 

け入れる避難場所になっているが、公共施設などの体制 

は。 

 

（３）原発事故による放射能被害から町民の命と健康を守る 

ための安定ヨウ素剤などの防護措置対策は。 

 

 

４．災害時における避難対策について問う 

（１）高齢者や障がい者など誰もが安全・安心に避難できる 

環境整備が必要だが、災害時の避難場所である公共施設 

や公民館などの施設整備計画と体制は。 

 

（２）自主防災組織の確立状況と、高齢者や障がい者など災 

害避難弱者である要支援者の登録状況と今後の対策は。 

 

（３）避難所が狭くて収容できず、自宅で自主避難する住民 

に対する物資提供の支援体制の確立は。 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ. ７    質問者３番  川 崎 尚 子            
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

青少年の健全育成事業 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．令和６年度末に解散した子ども会育成会連絡協議会に 

代わる新たな取組として配置された地域学校協働活動推 

進員について、具体的な活動内容と成果を問う。 

 

 

２．第６次粕屋町総合計画に「地域で活躍する人材の育 

成」と掲げてあるが、担い手不足の現状を踏まえた人選 

基準と、ボランティア依存からの脱却に向けた持続可能 

な体制構築について町の見解を問う。 

 

 

３.寺子屋事業の推進と地域支援の在り方について 

（１）第６次粕屋町総合計画における取組として「寺子屋 

活動の推進」が掲げられているが、現状は各行政区の 

公民館活動に依存している状況にあると聞く。町とし 

ての、各地域への人的および経済的支援の在り方につ 

いて問う。 

 

（２）寺子屋事業の拠点となる各行政区公民館における 

Wi-Fi環境等の整備状況について、地域間の設備格差を 

どのように認識しているのか。町の子どもたちが等し 

く学べる環境整備に向けた今後の対応を問う。 

 

 

４．第６次粕屋町総合計画に基づいた青少年育成事業を通 

じて、町として未来に向けてどのような子どもを育てて 

いこうとしているのか、その具体的な姿について問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．８  質問者４番  古 家 昌 和 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

多様な家族のカタチが 

直面する「制度の壁」 

を解消し、実利的な支 

えを実現するステップ 

ファミリー支援の具体 

策と「選ばれるまち」 

としての独自戦略につ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６次粕屋町総合計画では、2035年に人口５万800人を掲 

げているが、現実は転出超過による社会減が進行し、自然増 

の余力も限界を迎えつつある。この危機を打破するには、従 

来の画一的な施策の延長ではなく、ステップファミリー（子 

連れ再婚家庭）など、多様な家族の「具体的な不便」を解消 

する、粕屋町独自の「選ばれる付加価値」を戦略的に創出す 

べきと考える。 

 

１．本町は令和４年にパートナーシップ・ファミリーシップ 

制度を導入し、第６次総合計画でも「生活の困りごとへの 

相談支援を充実させます」とうたっている。まずは、制度 

開始からの申請実績や、それらが実際の町民生活にどのよ 

うな具体的変化（利便性の向上など）をもたらしたかをど 

う把握しているか。「誰もが自分らしく活躍できる社会の 

構築」が求められる昨今、町のサービスにどこまで浸透し 

ているか現状を問う。 

 

２．多様な家族のカタチの中で、近年増加傾向にあるステッ 

プファミリーへの配慮が欠けてはいないか確認する。結婚 

するカップルの約４組に１組（約25％）が再婚者であり、 

再婚者の約４分の１に子が関わる現状において、継親子関 

係にある世帯が「行政上の家族」として認められない不便 

（子育て・福祉・教育等の行政手続きなど）を解消するこ 

とが、本町の掲げる「分野を超えて相談・支援を行う重層 

的な支援体制の整備」の具体的実践と考えるが、町の見解 

は。 

 

３．これらの多様性への配慮を「実利」へと昇華させること 

こそが、第６次総合計画の将来人口目標を達成するための 

鍵であると考える。ステップファミリーが「粕屋町なら安 

心して新生活をスタートできる」と感じるよう、啓発冊子 

の作成やガイドラインとホームページの整備、さらにはワ 

ンストップで案内できる「伴走型」の対応や、庁内連携を 

強化する相談コンシェルジュのような仕組みを検討すべき 

ではないか。 

自治体フロントヤード改革の観点と人口増にもつながる 

まちの将来像「選ばれるまち ずっと住みたくなる場所  

かすや」としての独自戦略について、町の見解を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．９   質問者９番   川 口  晃 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

誰もが安全・安心に暮 

らせるまちづくりにつ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいきと健康で暮ら 

せるまちづくり及び住 

み慣れた地域で安心し 

て暮らせるまちづくり 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域公共交通の利便性 

を向上させるための問 

題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．須恵川「自在王井堰」上流部の水門からの支流水路の浚 

 渫及び流水分岐水門の整備について 

（１）川口理髪店北側の大型の流水分岐点及び北側に流れる 

水路の大量土砂の浚渫と水草の伐採に関して問う。 

 

（２）大雨時の竪町地区の水害防止のために、会町方向に向 

けて流れる水路に、北側に直角に連なる水路の分岐水門 

（井堰＝電動式なら更に良い）の設置に関して問う。 

 

 

 

 

１．はしか（麻疹）の流行に関して問う。 

（１）東京では今年に入り急激に感染が広がって緊急な対応 

がなされている。福岡県及び粕屋町の現状はどのような 

状況か。 

 

（２）はしか（麻疹）の予防接種を受ける医療機関は定めら 

れているが拡大はできないか。 

 

２．以前にも質問したが、介護保険基本報酬が引き下げら 

れ、訪問介護事業所の存続が危ぶまれている。訪問介護事 

業所への町独自の支援はできないかを問う。  

 

 

 

 

１．柚須駅において、車椅子の利用者が安心して乗降できる 

通路の確保を最優先に補償する件に対して問う。 

  

２．柚須駅の改札機の増設の必要性について問う。 

 

３．柚須駅待合室の閉鎖時間の延長について問う。 

 

４．柚須駅の抜本的改善問題について問う。JR篠栗線は民営 

で良いのかを問う。 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 



質問順 ＮＯ．１０ 質問者１３番 宮 﨑 広 子 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

こどもたちが自分らし 

く成長できるまちづく 

りについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だれもが安全・安心に 

暮らせるまちづくりに 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教師の働き方改革について問う。 

（１）以前にも質問したが、教師の働く環境において、休憩 

室の確保や職員室等の改善は進んでいるか。 

 

（２）教師の日常的な超過勤務はどう解消されているか。 

 

（３）第６次総合計画に記載の校務DXの現状と今後の計画に 

ついて問う。また、校務DXを進めるには、専門性が必要 

と思われるが、その研修や支援は行われているか。 

 

２．教育活動の向上について問う。 

（１）特別支援教育指導主事の任命に至った経緯とその役割 

を問う。 

さらに、福祉、医療、こども家庭センターとの連携と 

は具体的にどのような場合を想定しているのか。また、 

町民への周知は。 

 

（２）児童の学習支援で、放課後、校内の教室を使い支援員 

を雇用し学習支援を行う考えは。 

 

 

 

 

１．小・中学生の自転車交通安全教育において、交通弱者 

（高齢者・障がい者・妊産婦・乳幼児等の歩行者）につい 

ての注意や配慮の指導は行われているか。 

 

２．駅の駐輪場でのマナーの周知について問う。不適切な駐 

輪に対して、どのような注意喚起が行われているか。特に 

点字ブロックやエレベーター前に駐輪している自転車に分 

かりやすい周知はできないか。 

また、マナー向上のための人員配置の考えは。 

 

３．第６次総合計画において、Well-Being指標偏差値は「多 

様性と寛容性」が最も低い。その視点から駅利用や道路環 

境についてどのように考えているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 



質問順 ＮＯ．１１ 質問者６番  杉 野 公 彦 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

重層的支援体制構築に 

向けた具体的な取組に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年２月に発表された令和８年度の施政方針には、「高 

齢、障がい、こども、生活困窮といった分野別の縦割り支援 

では対応しきれない、複雑化・複合化した地域生活課題に対 

応するため、分野を超えた重層的な支援体制の整備を進めま 

す。」とある。このことについて、町が本年度進めている取 

組について問う。 

 

（１）現在、重層的支援体制の構築を進めている具体的な事 

業は。 

 

（２）それぞれの事業において、構築に当たってどのような 

体制で進めているのか。 

 

（３）現時点における進捗状況及び今後のスケジュールは。 

 

（４）現在進行中のもののほか、今後、重層的支援体制の構 

築を進める可能性がある事業はあるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．１２ 質問者１２番 本 田 芳 枝 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

九州大学農場跡地取得 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
ウェルビーイングなま 

ちづくりにおける公道 

（広い歩道）や公園へ 

のベンチ配置について 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

令和６年12月議会において、九大農場跡地の取得につい 

て、町からは土地開発公社による先行取得、または町債を活 

用した取得の可能性が示された。取得時期については令和９ 

年度となっている。また、中期財政見通し（令和８年度～令 

和12年度版）では、令和９年度の普通建設事業費が取得費を 

含め約98億円とされている。一方で、現時点では跡地取得後 

の具体的な活用内容や事業全体像は十分に示されていない。 

町が多額の公費を投入して取得する以上、事業の目的や効果 

について町民の理解と納得を得ることが不可欠である。九大 

農場跡地取得及び活用に向け、町民理解と合意形成をどのよ 

うに図っていくのか。また、事業内容の具体化や町民意見の 

反映に取り組むのか、見解を問う。 
 

（１）都市計画マスタープランにおいて、九大農場跡地のま 

  ちづくり基本方針は公共公益施設・産業・業務・住宅・ 

公園緑地など複合的な要素を併せ持つ魅力ある新たな市 

街地をめざすとあるが、提示された３案の中での公共施 

設用地が明確ではないのはなぜか。 
 

（２）九州大学農場跡地まちづくり協議会スケジュールで 

は、令和７年度に土地利用構想図の検討、案の作成とな 

っている。令和８年に土地利用構想図の修正と策定が行 

なわれ、令和９年１月以降事業者募集の流れになってい 

るが、町民への情報公開、意見公募など、町民のニーズ 

把握はどのようになっているのか。予定ではワークショ 

ップ開催となっているが、初めに土地利用構想ありきで 

の開催にならないか。 
 

（３）令和８年度に土地利用構想を明確にし、土地開発公社 

  による取得はなくして、町が令和８年度に予算を付けて 

購入するという認識で良いのか。 
 

（４）九州大学農場跡地まちづくり協議会の構成及び今後の 

  方向性は。 

 
 

高齢化の進展に伴い、外出継続と健康維持の観点から、歩 

道や公園に休憩可能なベンチ整備の重要性が高まっている。 

特に高齢者が安心して歩行できるよう、ところどころにベン 

チが必要と考える。公共施設やバス停、公園動線上へのベン 

チの設置について問う。 
 

（１）のるーと粕屋のミーティングポイントや駕与丁公園の 

  ベンチ設置の取組の現状は。 
 

（２）原町駅の無人化時間中の待合室の封鎖による不便さに 

  ついて。 
 

（３）長者原駅から原町駅周辺の中心拠点としてのにぎわい 

  と都市空間における都市空間の充実から見るベンチなど 

の配置の計画は。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

町 長 

 

 


